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止め、問題点を洗い出しながら、解
決への方向性を一緒に考えていくこ
とに注力していきます。まずは落ち
着いて安全に話し合いができる環境
整備に努めていきたいです。保護者
の皆さんも教職員も、そして何より
児童生徒たちが元気に笑顔で学校
生活が送れるよう、支援していきた
いです。
　私は市教育支援センター「ひがま
つＢＡＳＥ」を拠点に、毎週月・水・木曜
に相談を受け付けています（月・木曜
は午後のみ）。お悩みの方はぜひお気軽にご一報ください。保護者の皆さん
からの相談がメインになると思いますが、当然、教職員の皆さんの悩み相談
にも応じます。それが「誰一人取り残さない教育」だと思います。

■問　教育支援センター「ひがまつＢＡＳＥ」　☎25-4882

　「誰一人取り残さない教育」を推進している東松島市教育委員会では、本
年度から「教育メディエータ―（エディ）」という専門職を新たに設け、私がそ
の任に就きました。
　メディエーター。あまり馴染みのない言葉と思いますが、簡単に言うと「学
校（教職員）と家庭（保護者）、または地域との間に立ち、双方の意見や気持
ちの橋渡しをしたり、トラブルやすれ違いを対話で解決したり、必要な支援
につなげる調整役」というのが主な仕事です。あくまで公正中立の立場であ
り、さまざまな問題やトラブルの落とし所をコーディネートする伴走者と捉え
てもらえれば分かりやすいかもしれません。
　私は２年前まで矢本第二中学校の校長を務めるなど、長年教職員として
職務を全うしてきました。東松島市内の学校には約20年間務めた経験があ
り、地域の皆さんにも大変お世話になりました。
　児童生徒を大切に思う真っすぐな気持ちは教職員も保護者の皆さんも同
じ。だからこそ子どもたちを取り巻くさまざまなトラブルが起きた時、双方の
意見にすれ違いが発生することもあるのだと思います。お互いに一生懸命
なので、これ自体は日常からあって然るべきことだと思います。
　私はメディエーターとして、どんな場合でも双方の話を丁寧に聞き、受け
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